
可
取
小
股
器
三
十

中
閣
紡
去
秋
作
毛
織
付
米
高
直
陀
付
、
共
方
領
分
飢
人
多
候
所
、
巾

付
方
{
旦
数
候
段
相
聞
候
。
禰
無
品
川
断
可
被
巾
付
回
目
、
岡
村
主
馬
殿
を

以
被
仰
泣
候
所
陀
、
組
制
平
左
近
附
刑
位
殿
御
一
軒
K
て
も
卸
…
之
、
何
も

御
一
統
に
思
召
の
国
u
不
裕
容
恭
有
候
。
孤
無
品
川
断
可
申
付
候
旨
、
御

返
答
に
御
山
田
候
。石

州
出
開
館
主

松
平
周
防
守
殿

町
制
分
致
方
不
宣
由
、
松
平
左
近
将
峰
山
叫
・小
野
女
郎
布
術
門
山
肌
を
以

被
仰
遣
。
仇
之
問
防
司
敗
在
所
へ
甲
法
大
目
附
役
被
妥
む
、
共
後
家

老
問
問
求
馬
も
被
差
迫
候
。

て
大
聖
寺
侯
前
閃
利
道
の
出
生

今
度
備
後
守
核
御
受
肢
に
御
男
子
御
出
生
、
世
崎
御
脱
出
取
御
膝
物
大

小
、
従
中
将
棋
被
逃
。
将
叉
五
月
十
八
日
御
別
人
探
聞
紙
太
夫
を
以
、

逃
酒
丞
桜
と
御
名
被
進
候
。
備
後
守
械
に
は
御
暇
に
て
、
大
正
持
へ

主
砲
四
千
石

御
腕
郷
の
後
に
仰
向
生
花
候
。

一
、
拡
山
侯
前
附
利
問
問
の
卒
去

H
K
門
守
桜
御
長
病
の
内
、
髭
底
陀
て
五
月
十
九
日
仰
卒
死
敏
成
候
。

十
六
日
御
初
病
陀
付
、
中
柑
肘
秘
平
山
地
御
見
舞
。
出
雲
守
秘
篤
御
看
病

官
山
よ
り
御
越
の
俄
、
削
日
中
将
桜
よ
り
御
師
剛
被
成
、
共
段
被
仰
近
、

新
生
下
野
内
寸

町
出
中
行
指
出
啓
一
泊
、
松
平
伊
豆
守
山
肌
お
御
見
候
に
付
、
得
心
待
相

鑑
候
問
、
可
被
俗
説
ハ
定
候
。
以
上
。

四
月
八
日

松
平
加
賀
守
殿
仰
向
川
内
寸
府
中

ー

;
tt
f
F

平
日

H
E
q

仰

苑

印象
澗
・白
牛
洞

主

治

て
抱
時
制
出
衡
し
が
た

t
、
或
は
臨
時
気
探
き
者
を
ム
的
。

一
、
抱
叫
副
知
也
般
質
股
し
が
た
〈
、
叉
伴
み
あ
る
者
を
治
。

一
、
抱
山
町
結
飾
品
肱
毒
あ
り
て
眠
術
者
を
治
。

-
、
跡
疹
出
努
し
が
た

t
、
又
は
熟
成
な
る
者
を
治
。

一
、
犠
打
痛
み
英
一
新
主
治
。

一
、
乳
山
積
又
は
無
名
の
服
物
、

作
叫
筑
深
き
者
を
治
。

お
何
れ
も
白
湯
に
て
問
、
大
人
は
一
皮
陀
三
分
或
は
四
分
、
小
児
は

一
分
或
は
二
分
、
病
の
較
震
を
は
か
り
罰
者
は
多
〈
服
す
。
悠
刊
の

如
吉
は
克
久

t
服
す
ペ
し
。
多
川
と
雌
腐
な
し
。
又
柑
刊哨
開
に
妨
な

し
。
以
上
。

此
川
附
帯
後
藤
畑
削
兵
術
江
戸
よ
り
龍
郎
、
布
雨
禁
致
持
参
、
統
痘
の

可
観
小
舵
巷

三
十

ヨE
i¥ 

出
雲
守
秘
官
山
よ
り
平
打
に
て
御
越
被
成
候
所
、
浦
山
拐
に
て
御
間

被
成
御
郎
被
成
候
。
腕
叉
五
月
廿
二
日
御
奏
者
井
上
河
内
守
政
主

以
、
御
香
会
銀
=
一
十
枚
御
拝
領
、
御
忌
中
震
御
辱
器
替
相
波
候
。
外

の
十
高
石
に
は
此
例
無
候
。
此
方
州
制
御
辿
枝
故
K
候
曲
。

て
拍
車
澗
井
白
牛
洞
賀
川
氏
再
出
許
仰
闘
い
告

松
平
伊
豆
守
殿
御
見
せ
候
、
町
御
山
中
行
差
出
書
第
、
大
問
付
へ
可
被

仰
波
御
簡
密
集
。

岩
手
勝
右
衛
御
代
官
所
武
州
多
摩
郡
抑
立
村

日
野
小
左
衛
門
御
代
官
所
武
州
岡
部
中
野
村

司五

右
衛
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折、

麟
性
院
傾
向
閣
同
郡
柏
木
村

孤

兵

衛

右
三
人
の
者
江
戸
内
郁
臓
病
の
末
、
能
橋
と
申
所
陀
て
山
部
洞
井
自
牛
澗

資
弘
め
候
俄
、
願
の
泊
申
付
候
。
試
候
成
功
能
も
有
之
、
抱
お
・腕

疹
・蟻
斤
共
外
難
駆
の
難
民
候
問
、
監
の
者
は
布
の
所
へ
参
翻
可
申

候

四

月

宿
泊
武
士
方
鰍
向
へ
泌
総
候
の
械
に
、
大
目
付
然
へ
仰
波
可
紋
下

候
。
以
上
。

月

大
岡
越
前
守

四
者
へ
別
候
成
、
頗
得
快
験
候
皆
に

τ、
訓
子
へ
も
被
附
候
。
殊
民
間

務
共
資
掲
の
撲
に
て
は
無
之
、
公
俄
に
て
被
仰
付
泉
州
出
に
仕
候
を

中
州
削
罷
腕
候
由
。
右
象
澗
と
巾
は
欽
裁
に
て
候
。
赴
は
給
申
物
陀

τは
蛙
…
之
候
。
行
水
の
揚
へ
加
之
洗
巾
都
に
候
。
自
牛
洞
と
巾
は

謀
総
に
て
、
白
川
闘
に
て
別
巾
候
。

如
此
陀
は
候
得
北
ハ
、
本
草
枕
噌
相
考
候
陀
、
銀
の
痘
に
功
能
宥
之
耶

且
て
見
え
不
巾
候
。
且
痘
と
疹
と

K
S敷
山
明
可
疑
者
也
。

一
、
宮
腰
馬
問
屋
へ
川
鬼
の
者
抑
制
談

五
月
廿
九
回
路
天
に
、
官
版
馬
問
閉
館
方
へ
、
近
郷
川
曳
い
た
し
来
候

者
共
二
百
儀
人
押
懸
、
及
騒
動
候
事
、
其
諒
承
合
候
へ
ば
、宮
腰
奉
行

本
保
常
右
衛
門
迄
馬
持
十
人
の
者
共
願
候
者
、
際
馬
民
て
金
調
印
へ
付

出
し
候
外
、
雨
川
尻
よ
り
雨
柿
下
ま
で
川
曳
陀
仕
候
も
の
数
多
に

付
、
馬
借
雄山田
仕
候
問
、
向
後
は
川
山
地
の
者
共
よ
り
、

一
駄
に
山
間

十
文
充
指
向
し
候
様
に
仕
度
由
願
候
。
川
引
の
分
は
、
大
野
・架
ケ
崎

共
外
常
方
術
門
文
配
注
も
多
候
所
民
、
不
承
合
候
か
願
の
通
巾
渡

候
。
の
之
向
後
川
県
の
者
共
よ
り
、
周
一
駄
分
に
銭
十
文
充
可
差
出

国μ
、
問
屋
手
前
よ
り
巾
繍
候
。
此
山
川
に
付
川
山止
の
者
共
新
特
の
俊
、

殊
一
駄
陀
十
銭
と
申
は
過
分
の
儀
、
決
て
有
問
敷
郡
陀
候
。
此
俄
今

五
八
三




